
桐生みやま園施設新築工事地元説明会 

開催結果 

 

１ 日  時  令和８年１月３０日（金）午後６時～６時５０分 

 

２ 場  所  川内町五丁目第二集会所 

 

３ 出 席 者  川内町五丁目第二町会住民 １８名 

        桐生市社会福祉協議会職員 ４名 

実施設計施工業者（株式会社安藤設計） ２名 

        本体工事施工業者（佐田建設株式会社） ６名 

      桐生市職員（福祉課） １名 

 

４ 内  容 

（１）開会 

 

（２）あいさつ 

   みやま園長 

日頃からみやま園の運営にご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げる。み

やま園が川内町に来て４４年、皆さまの協力によりここまで来ることができた。昨年

６月１３日の地元説明会の中で、９月に入札を行い、その後、建設会社が決まり次第、

再度説明をさせていただくと話をした。建設に係る入札が人件費や燃料費の高騰に

より不調に終わった。本事業は国と県の補助金を活用しての事業であり、令和６年度

の補正予算だったが、関東財務局から補助金の繰越が可能との話を受け、１２月２６

日に第２回目の入札を実施した。そこで佐田建設株式会社が落札したという経緯に

なる。今回移転するのは入所施設であるねもと寮とみつみね寮、そして食事を提供す

るための厨房機能である。通所施設についてはしばらくの間、現在のみやま園に残り、

力を蓄えてからの移転になると思う。本日は皆さまからの忌憚のない意見を伺いた

い。 

 

（３）出席者自己紹介（各自） 

 

（４）説明 

   資料に基づき、工事概要について、株式会社安藤設計から説明。その後、工事計画に

ついて、佐田建設株式会社から説明した。 

 



（５）質疑応答 

Q 県道から斜めに入り旧川内北小学校正門に向かう道沿いに住んでいる。工事中は

仕方ないと思うが、完成後、この道が職員の通勤経路になると、騒音や安全面で不

安がある。職員はこの道を通らずに出退勤してもらえないか検討してもらいたい。 

A 完全にこの道を通らないとは言えない。ただ、今回移転する施設が入所施設と厨

房機能であり、約５０人の職員がいるが、シフト勤務となるため、全員が毎日勤務

するわけではない。また、県道から斜めに入る道だけでなく、その先の直角に入る

道やしごと工房みやまにも入口がある。徐行は当然だが、それら３カ所から分散し

て入るように職員には指示を徹底したい。 

 

Q 前回、旧川内北小校舎を解体するときは住宅のクラックの調査を行った。今回は

行う予定はあるのか。 

A 前回、解体工事終了時にクラックの調査は行われているため、再度の調査は行わ

ず、工事後に何か変化があった際には対応させていただく。 

 

Q 工事の作業時間が午前８時から午後５時までとなっており、作業の前後１時間程

度は準備、清掃等を行うとある。これは、午前８時から午後５時の中で１時間準備

等を行うのか、それともその時間帯をはみ出すのか教えてもらいたい。 

A はみ出す。 

 

Q 完成後、地元地域からの雇用の創出は考えているのか。 

A 考えていない。現在も職員は随時募集しているが、職務内容が障害者支援である

ので、ある程度資格を有した方などを募集している。 

 

Q 入所定員は増やさないのか。入所ニーズはないのか。 

A 職員も充足していない状況であるため、定員は増やさない。現在、国の方針とし

て、障害者を地域で支えるという考え方であり、グループホームなどを整備するケ

ースが増えている。 

 

Q 西側に住んでいるものだが、フェンスはどうなるのか。 

A 南側と西側はメッシュフェンス、東側は目隠しフェンスとする予定である。 

 

Q ホールの広さと活用方法、また自家発電の燃料等について教えてほしい。 

A ホールには一時的に事務所機能が入り、通所施設移転後は地域の方が交流できる

スペースとなる。その広さは十分ある。また、自家発電は８０ＫＶＡで燃料はディ

ーゼル軽油である。燃料は継ぎ足しが可能である。 



Q 燃料の継ぎ足しは同線の確保など難しい点があると思う。 

A 自家発電と言っても、施設全体の電気を動かせるものではなく、一部の設備を動

かす程度のものである。 

 

Q 旧川北小跡地の西側に住んでいるが、旧体育館裏にあった排水溝は、旧校舎解体

の際に壊されてしまった。そのため、畑や庭に水が溢れている。西側も見に来てほ

しい。 

A 後日、見に行きたいと思う。 

 

Q 東側の敷地に隣接する土地に住んでいる。前回の説明会で、着工前に壁などにつ

いて個別に話をすると言っていたが、全く話がない。解体工事の業者に聞いても、

みやま園に聞いてくれと言われるだけであった。工事の着工が遅れても何の話も

ない。また、先ほどの説明ではしごと工房みやまの入り口からのＬ時のブロック塀

は残すと話していたようだが、話が違う。そのブロック塀は旧川内北小建設時に造

ったものであり、かなり老朽化して、穴も開いており危険である。以前もしごと工

房みやまの職員の車がブロック塀に突っ込んだこともあった。必ず事故が起きる。

このブロック塀は残すと言ったことは撤回し、撤去してもらいたい。この場で確約

してもらいたい。 

A ブロック塀は撤去する。 

 

（６）閉会 


